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令け

が
輝
け
る
職
場
づ
く
り

い
き
い
き
と
、
そ
し
て
伸
び
伸
び
と
、
女
性
が

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
き
た

筑
邦
銀
行
。
そ
の
取
り
組
み
と
は
・

創
業
か
ら

ω年
を
迎
え
た
筑
邦
銀
行
は
、
以

前
か
ら
女
性
が
出
産
し
て
も
働
き
続
け
る
風

土
が
あ
り
、
仕
事
と
家
庭
の
町
立
支
援
制
度
が

充
実
し
て
い
ま
す
。
「
福
岡
県
子
育
て
応
援
宣

言
」
へ
の
登
録
を
始
め
、
平
成
幻
年
に
は
子
育
て

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
。
九
州
初
の
保
育
料

等
補
助
制
度
の
設
立
や
育
児
休
業
を
1
年
6
ヶ

月
に
延
長
、
配
偶
者
出
産
休
暇
の
創
設
、
育
児

休
業
明
け
の
配
属
先
を
自
宅
近
く
に
す
る
な

ど
の
配
慮
を
し
な
が
ら
子
育
て
世
帯
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
不
足
し
て
い
た
女
性
行

員
の
視
点
が
業
務
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え
、

女
性
管
理
職
の
登
用
を
積
極
的
に
行
う
と
と

も
に
女
性
総
合
職
の
採
用
や
一
般
職
か
ら
総
合

職
へ
の
コ
l
ス
転
換
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成

m年
か
ら
は
、
女
性
行
員
だ
け

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
問
題
提

-・・・

久留米で就活する学生を応援します
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輝ける日本へ
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起
や
新
商
品
提
案
を
頭
取
に
宜
接
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
明
、
お

り
、
入
社
後
の
3
ヶ
月
聞
の
研
修
で
は
、
将
来
像

を
描
く
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
や
ぜ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
l
、
銀
行
業
お
の
基
礎
知
機
、
唐
舗

で
の
実
践
研
修
を
行
い
ま
す
。
配
属
後
も
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、
ス
キ
ル
別
研
修
、
得
意
先
研

修
、
融
資
研
修
な
ど
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
は
、
や
る
気
の
あ
る
女
性
を

支
援
す
る
た
め
、
女
性
を
対
象
と
し
た
研
修
も

実
施
す
る
予
定
で
す
。

当
行
に
は
、
本
人
の
希
望
や
熱
意
が
あ
れ
ば

活
躍
で
き
る
場
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
代

の
産
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
人
生
の
ビ
ジ
ョ

ン
と
強
い
意
思
を
持
ち
、
説
破
活
動
に
臨
み
、
さ

女性が働き続けるためには妊娠、出産、育児、介護といった家庭生活のことと仕事

とをいかにして両立させていくのかということが問題になります。

労働基準法、男女雇用機会均等法、育児・介護休業法といった法律には、安心

して妊銀、出産するζとができ、仕事と育児や介護とを両立させることができるように

するための制度が規定されています。さらに、法律以外にも様々な支援制度がありま

す。仕事と家庭の両立で困ったときは一人で悩まず、まずはどういう制度があるのか

調べてみましょう。また、育児休業の申出をしたけれど、会社がとらせてくれないといっ

たことなどがありましたなら、ぜひ私ども福岡労働局雇用均等室にご相談ください。

E，尋 5 ・!~J習量:f~司
稼式会社
アルカディア
混線されたハウス
ウエディングの錨揖式場

..碕子縁式会社
ガラスからエクステリア
まで扱う重量伺卸の老舗

ら
に
そ
の
後
の
人
生
を
乗
り
切
っ
て
い
け
る
よ

う
な
人
材
に
な
っ
て
〈
だ
さ
い
。
面
接
で
は
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
受
け
答
え
で
は
な
く
、
積
極
的

に
自
分
の
雷
葉
で
葱
い
を
伝
え
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

積
極
的
な
女
性
登
用
と

量
か
な
感
性
を

活
か
し
た
行
員
の

考
案
に
よ
る

女
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

以
前
か
ら
、
久
留
米
は
と
て
も
住
み
や
す
い
印

象
が
あ
り
、
批
聡
も
家
族
や
友
人
が
近
く
に
い

る
地
元
を
遮
ぴ
ま
し
た
。
入
社
後
、
職
場
で
は
、

子
育
て
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
先
輩
方
が
た
く
さ

ん
い
た
の
で
、
子
ど
も
を
産
ん
で
働
き
続
け
る
こ

と
に
不
安
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
出

産
を
経
て
、
9
年
前
に
主
任
、
4
年
前
に
支
庖
長

代
理
に
な
っ
た
後
、
総
合
職
へ
転
換
し
ま
し
た
。

筑
邦
銀
行
に
は
、
女
性
に
と
っ
て
も
男
性
に

と
っ
て
も
働
き
や
す
い
行
風
と
髄
力
を
充
分
に

発
揮
し
活
闘
で
き
る
制
度
や
環
境
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
若
手
行
員
も
含
め
た
女
性
だ
け
で

企
画
・
商
品
を
聞
措
し
て
い
く
「
女
性
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
す
。
こ
こ
か
ら
新
た
な
商
品
も
誕
生
し

て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
お
客
様
の
お
節
き
な
写
真

を
通
帳
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
フ
才
ト
通

帳
」
。
そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
恋
の
木
神
社
の
名
で

親
し
ま
れ
て
い
る
筑
後
市
の
水
回
天
満
宮
と
コ
ラ

i輯将来、結語・出産などで温聴したあと、再就職をしたい女性に対して

蹴黛相援や保育情報などの提供から、就聴のあっせんまでワンストッ

プで支援を持います。〒83~086官 久留朱市合川町1642・1久留米鎗合庁舎2階 τEL0942-38-7579 
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大栄電通橡式会社
ビジネスシステムから
揚稽電暗まで
ITのスペシャリスト

*園や県色女性の活置や子育て支援を応援しています*~"- ポジティプ・アクション
11.司‘- J厚生労働省が行う、企業における女性活鳳推進の取組
lt'主 です。男女労働者の聞にある鈴解消しようと、似の企
.‘司F 司 F 実が自主的かつ積4量的に取り組んでいます。

r<吾みん」マーク
子育て支緩に積極的に取り組む企業を示すマークで
す。男性の育児休眠取得者がいることなど、一定の要件

を瀦たし、都道県労働局長の超定を受けた企業だけが
使用できますロ

福岡県子育て応掻宜冒
福岡県では、子育てをしながら働さ続けることができる社
会の実現を目指して、経営トップ自らが従業員の仕事と
子育てを応援すること令宜首し、県が畳録する「子育て

応援宣旨」を実施しています.

~.......................................................................................... .. 
回2墨田

田宮崎

大和建股株式会社
建築や土木工事で
地元に貫献

東建エ鍵掠式会社
建築から資軍再生まで
資事情車型社会を拍車
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プロジェ宇和のプレit"..... テーシ手，

ポ
レ
1
シ
ヨ
ン
し
た

p
a
g
E通
帳
」
で
す
。
メ
ン

バ
ー
が
企
画
・
提
案
し
た
も
の
が
商
品
化
さ
れ
、

お
客
様
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
姿
を
見
る

と
更
に
や
り
が
い
が
濁
い
て
き
ま
す
。

私
は
、
現
在
、
本
宿
営
業
部
で
融
資
業
請
を

行
っ
て
い
ま
す
。
融
費
全
般
の
知
識
を
学
び
、
新

し
い
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
女
性
の
活

躍
を
後
押
し
す
る
た
め
の
支
援
制
度
や
、
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
成
果
に
応
じ
評
価
し
て
も
ら
え

る
風
土
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
と
に
鏡
〈
女
性
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
れ
る
よ
う
に
今
後
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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された邸宅ウヱディングが大人気

若手が積極的に活躍できる社風

I
入
社
@
嘗
っ
か
防
を
睡
眠
え
て
く
だ
さ
い

。

ア
ル
泡
デ
ィ
ア
久
留
米
は
2
0
0
2年
9
月
に
-zIプ
ン
し
去
し
た
・

グ
ル
ー
プ
全
体
4
庖
舗
で
挙
式
施
行
数
は
年
間
2
1
0
0
3
1
2
0
0

組
.
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
弊
社
独
自
の
ハ
ヲ
ス
ヲ
エ
デ
ィ
ン
グ
【
聖
咽

ヲ
Z
4
7イ
ン
グ
)
ス
タ
イ
ル
で
非
常
に
野
需
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
・

私
た
ち
の
役
割
は
単
に
準
認
叡
を
こ
な
す
こ
と
だ
げ
で
は
あ
D
ま

せ
ん
・
一
つ
一
つ
の
挙
式
に
真
心
を
込
め
、
新
郎
一
毎
朝
婦
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
出

席
い
た
だ
い
た
皆
織
に
感
動
と
幸
せ
を
感
じ
て
い
た
だ
〈
た
め
の
怠
手

伝
い
役
を
し
9
か

pmめ
上
げ
@
こ
と
が
、
私
た
ち
@
泉
た
す
べ
き
役
割

と
考
え
て
い
ま
す
・

も
う
一つ
の
役
割
が
地
減
と
@
つ
な
が
り
・
鎗
鏑
式
は
そ

¥

@
目
だ
H
り
の
一
過
性
@
も
@
と
恩
ゐ
れ
が
ち
で
す
が
、

¥
‘
.i

'
 

突
は
遣
い
ま
す
・
そ
こ
に
怠
集
ま
り
い
た
だ
い
た
柏
崎
緩

¥
刷
、
/

@
方
々
に
心
か
ら
ご
漏
足
い
た
だ
晶
君
、
ご
墨
鋼
、
ど

U

て
の

U

友
人
な
ど
が
「
あ
あ
、私
も
ア
ル
カ
デ
イ
ア
で
挙
式

円

以内

J

別

し
た
い
」
と
、
弊
祉
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
ぜ
@

…一

Z
。
ぁ

「

a
r
N
H
J

よ
う
な
リ
ピ
ー
タ
ー
を
作
る
大
切
な
場
所
で
も
あ

ニ

じ
煽
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
・

Jrf

-

旭
川

弊
一
社
は
女
性
@
語
帽
を
推
進
す
る
た
め
、
厚
生

.
J

本
語
~

指
働
省
が
推
進
し
て
い
る
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
7
ク
シ
ヨ

/
日

ン
」
に
登
録
・
女
性
管
理
聡
@
沼
加
、
女
性
の
館
カ
発
揮

に
園
す
る
取
組
、
ヲ
I
タ
ラ
イ
フ
パ
ラ
シ
ス
@
箇
咽
場
環

境
推
進
・
フ
レ
ヲ
ク
ス
タ
イ
ふ
@
噂
入
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
・
ス
タ
ヲ
フ
は
若
手
中
心
な
@
で
、

研
修
体
制
も
充
実
し
、
社
員
一
人
一
人
が
責
任
慮

と
プ
口
意
"
を
高
〈
持
ち
、
仕
事
を
織
し
み
な
が
ら

働
げ
る
環
抽
視
を
聾
え
て
い
ま
す
・

高
俊
生
@
こ
る
か
ら
、
人
の
幸
せ
に
聾
わ
る
仕
事
に
慣
れ
て
い

て
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
科
@
専
門
学
枝
へ
進
学
し
ま
し
た
・
ア
ル
4
H

デ
ィ
ア
は
結
婚
式
専
門
の
会
社
だ
っ
た
の
で
、
私
自
身
@
学
ん

だ
知
鵡
と
や
る
気
が
存
分
に
活
か
せ
る
会
社
だ
と
思
い
決
め

ま
し
た
・

ー
プ
ラ
シ
ナ
I
@
お
仕
事
を
扱
え
て
〈
だ
さ
い

斬
郎
斬
姐
開
織
と
の
関
わ
D
を
圃
罵
も
・
閣
に
持
ち
、
ha
二
人
の
忽
い

を
形
に
す
る
仕
事
で
す
・
企
圃
・
提
寮
力
・
コ
司‘
三
=
ヶ
l
シ
ヨ
ン

カ
が
必
要
と
な
る
の
で
、
常
に
新
し
い
情
報
や
涜
行
を
察
知
し

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
.
最
初
か
ら
企
画
や
提
案
が
よ
手
〈
で

き
た
か
帥
り
で
は
あ
D
ま
せ
ん
・
約
半
年
間
、
じ
っ
く
り
時
間
舎

か
げ
て
一
緒
に
準
備
を
し
て
い
く
中
で
、
憲
敵
な
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
・
新
郎
新
規
援
と
一
繍
に
舗
み
、

考
え
、
形
に
し
て
い
く
こ
と
が
プ
ラ
ン
ナ
ー
@
役
割
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
・

ー
ア
ル
忠
デ
ィ
ア
で
働
い
て
い
て
よ
か
っ
た
と

感
じ
た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
?

信
婚
式
は
プ
ラ
ン
ナ
ー
1
人
が
担
当
で
は
あ
D
ま
せ
ん
・
セ
ク

シ
ョ
ン
ご
と
@
各
担
当
者
が
真
剣
に
プ
ロ
意
・
を
持
っ
て
式
を

作
り
あ
げ
て
い
ま
す
・
笑
個
廟
で
、
館
待
さ
れ
た
お
客
織
か
ら
・
お

祝
い
の
S
-園
業
を
い
た
だ
い
て
い
る
新
郎
新
婦
織
を
拝
見
し
て

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
・

ー
聞
き
ん
の
今
後
@
固
楓
を
叡
え
て
下
さ
い

招
待
さ
れ
た
方
々
の
想
像
を
上
回
る
よ
う
な
、
心
に
残
る
結
婚

式
を
斬
郎
新
錫
犠
と
作
り
上
げ
て
い
〈
こ
と
で
す
・
私
@
宝
物

は
、
結
婚
式
当
自
に
新
郎
新
婦
援
と
=
慣
に
撮
彫
し
た
写
実
で

す
・
田
技
の
写
真
が
あ
P
ま
す
が
、
も
っ
と
幸
せ
の
写
真
を
織

や
し
て
い
き
、
「
岡
さ
ん
に
任
せ
て
よ
か
っ
た
」
と
多
〈
@
方
に

冒
っ
て
い
た
だ
防
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
P
た
い
で
す

a.

。
議ZL棒式会社アJレカデイア

-・tl.・<>1.大.Sf."ん代.取飾役往.

お
ニ
人
が
、
晴
れ
の
日
を
迎
え
る
ま
で

身
近
な
相
醸
役
と
し
て
サ
ポ
ー
ト

色
調
書
岨
帽
の
簡
で
は
織
に
策
綱
審
心
働
け

τぃ
aす・

お
見
送
り
す
る
と
き
も
、
お
-
R
憎
の
由
置
が
見
え
な

く
な
る
ま
で
鍵
鳳
で
す
.

富
町
即
断
固
舗
と
の
釘
ち
含
わ
せ
位
、
常
に
断
レ
い

a

E
H
の掴
m
'
h
Fア
イ
デ
ア
壷
電
車
旬
レ
て
、
同
聞
を
岨
慣
防

て
じ
っ
く
り
と
・

震
当
日
は
、
畠
胃
腸
a
m
'幽
慣
に
と
っ
て
夫
事
な
t
目
.

割
出
血
曹
や
遺
骨
、
科
理
@
圃
軍
鳳
な
ど
、
・
"
の

チ
ェ
ッ
ク
も
入
倉
に
行
い
ま
す
・

。.._....圃勘



箇
掴
式
首
自
の

輔
郎
輔
蝿
槍
@
身
の
回
り
@

お
世
情
が
主
な
仕
事
で
す
。

ウィーワ子"イ

09:00 幽借...~苦いJtT..
が.6固に司E・*い侮昔ま
もs・・

↓ 

③ 9:45 
周.... 睡'イ仰阿寒

町'‘a・・@幅.

↓ 

-温三 幽正直且

パ
ン
ケ
ヲ
ト
サ
ー
ビ
ス
&
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
!
と
い
う
お
仕
事
は
、
新
郎
新
銅
線
が

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
一
績
に
長
時
聞
か
げ
て
打

ち
合
わ
せ
し
て
き
た
も
の
を
、
2
時
間
半

と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
内
で
『
司
又
な
〈
確

実
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
結
婚
式
を
行
っ
て
い
く

銀
器
で
す
・
進
行
の
最
終
確
毘
を
行
い
、

新
規
様
に
常
に
寄
り
震
い
、
ド
レ
ス
@
サ

ポ
ー
ト
を
行
ヨ
た
り
、
新
郎
新
規
織
が
U

-
フ
ヲ
ク
ス
し
て
、
当
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ

。
る
よ
う
に
心
が
M

り
て
い
ま
す
・
常
に
新

郎
新
婦
犠
の
お
そ
ば
に
い
る
の
で
、
華
や

か
な
援
露
宴
の
橡
予
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
の
も
待
揮
で
す
・

ご
親
族
様
の
案
内
や
留
介
な
ど
の
ア

テ
シ
ダ
ー
と
い
う
農
務
を
行
う
こ
と
も
あ

一
り
ま
す
・
式
の
な
い
平
日
は
、
結
婿
式
の

一
お
料
理
を
決
め
て
い
た
だ
〈
眠
食
会
で
、

一
お
科
理
@
配
謄
や
脱
明
を
行
ラ
サ
l
ピ

一
ス
業
濁
も
行
い
ま
す
.
幅
広
い
仕
事
を
量

一
験
で
春
、
結
婚
式
の
涜
れ
が
b
か
る
の

一
で
、
パ
ン
ケ
V

ト
薬
密
に
役
立
っ
て
い
ま

一
す
・

新
人
の
頃
措
置
'
い
た
だ
い
た
先
竃
@

一
よ
う
に
、
不
測
の
事
態
が
起
き
て
も
慌
て

一
る
こ
と
な
〈
的
確
な
判
断
が
で
き
る
、
現

一
場
を
引
っ
撮
っ
て
い
〈
U
lダ
I
的
な
存

一
在
を
目
指
し
て
い
ま
す
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

一
は
定
期
的
に
配
置
転
換
の
希
望
を
出
す

-
こ
と
が
由
来
ま
す
が
、
私
は
ず
っ
と
パ
シ

一
ケ
ッ
ト
の
現
喝
で
働
嘗
た
い
と
息
っ
て
い

一
ま
す
v

010:00 
.直.禽.10ディスプレイ
...."コーデイ本-t-.崎
鍋@お・・"Ifi

↓ 

012:00 
ぉ.....・・o.臨ん"
でヲシチ，イ'11.

↓ 

813:00 
吾l幽・"!iil.予@チ:1:"
夕、.司R・・‘禽渇チ:1:"~.ブライダル・・I#e

草壁句剛1a:11:~筋縄場町
宅』ずで;;世15奮しτぃe守

ウィーワエン戸

09:00 
出祉.・・・、ー日@スケ~!I.ーA;~.固.111鋪.
@チl'タ。1of。。
at・・・.倉田肱年前、牛
・、.2IIID!m育時憶す。11f30ミー"..，.~グぷタゲフ金属官温行'~.
012f30 
箇..スタート.!Cほ平

ーで2.圃単ほどです

@1J。。

.. 我が祉の魅力目~~E*:t，I:~< !! 
'ーL~ん?FFす11

ス守"，70)ハートhfg昆がい年働住却を岡Ð"~アルカデイア@スタヲフ
且みんなハートが温'iJ'ふとても仲良しで抗

活気に精ちたアットホームtt.婦の'圃気

治、.副と・せに溢れた鏑鍋式@篇自にも

役立ョているの躍と思い玄私

.7. 

若い社買が2舌E警できる!
現婦で績自慢しているスタヲフのほとんどが
20ft.年齢的伝着〈て也、各自が責任を
縛って筒掴式0..0個、..ttイベント
@企画、竃奮広調わってい*抗

仲@よさ、個程豊かさが自慢ですl

一人ひとり@将性を十分に活かせる現場です.スタッフ闘士で線

侍したり、..  ・臓に侍ったり、とにか〈みんな仲良し.他地婦の

篇・スタヲフと@実施も盛ん位行われていU".

ワ干コミランキ〉ゲNo1!! 
Iお客..足度タチヨミランキング』において 1 位唱~...することがで曹ました.スタヲフ一丸となヲて日々努力~.Ia'-:成
果です11

.3. 
函E盛雪」

毎年特，，1ft.大禽で匝グループ@企;tタpフが楓合1AI...TII:'t.

(" ~ 
1 で司F

祉.o..!It‘7/f1j匝デ-t7で'.;t
タ，，';7，み'"傘で観"L.車事

↓ 

017:00 
橿惜.平自信..'で主申e
UI:す

. • 

-~ 
伽………

「入社後はω 仕事をするの?I

'1':;，.114(..>斬f.，.'tf圃f1)'lt守司'7~.縄奮，11" ま可

q 

露
h層圏............05

結
婚
武
以
外
口

ど
ん
な
コ
ヒ
を
悼
ヲ
て
い
与
の
?

信
掴
式
が
な
い
目
で
も
露
蝿
を
利
用
し
て
も
ら
い
、

暢
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
・

シ
Z
フ
や
バ
テ
イ
シ
エ
が
子
ど
も
と
=
聞
に
お
麗
手

作
り
を
脅
う
、
禽
に
触
れ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
・

」--~司ーーー
喧重明E冠王事

a.H・.夕方@・認に・
a、a掴@圃s・a
@1Joo 
夕方@露@スタヲフミーテザン~.IIfH)""目。符"111::λ，τe・e伊、 III.~'Ø)
@ ψ 恥~~I~ゆ判s封川吾弘、1官

17:00 
-露スタート.どんなと

eでも、栗田や7・8寓
..いを忘れず巴

↓ 
019:30 
.aひら8.片付11..量目

@企画bに・瑚内唱E・E・.. 

掴
軍
中
の
み
な
さ
ん
@
出
番
い
@
掴
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
・
寓
聞
に
、
こ
の
掴
活
パ
ー
テ
ィ
で
結
ぼ
れ
た
方
々

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
・

E 冒圏
r2-ー-

L 唱園圃・圃置

入社値はバンケットスタッフやコンシェルジエといっ

た苗ーからスタートしま私まず各部署の先輩スタッ

フに闘行し、聾害や信掴式の進行広回する基礎を掌

rIま抗婚量があれば祉舛研修も霊園できま抗頼人

としての眠周掴聞が麓わった笹は、ウェデイングプラ

ンナーやウエデイングプロ

デユーサーといった部署への

周曲も可憧です。

El~:t・'A:~{;~ ， a 大車憲吉ん
ん

占

E

ε

子・和・・=-
V
賀

川

m
a
古

私たちが『仲間』として求めているのほ、人毒事ばせること

が大好嘗な方、笑顔が似合う方。そして一生に一度の結掴

式の帽を自分のことのように脅え、感闘と宰せの空間作り

に全力で取り組んでいただ甘る方で私一簡に『煽動創造

企蝿』アJレカデイアを育てていきましようH

置嗣



、

創業91年。積み重私た技術力と

独自の流通システムを構築

一
応
橡
時
代
か
ら
の
『
亀
厘
」
@
称
号
を
受
M
W
穆
S
官
、
大
正
也
年
、

ガ
ラ
ス
販
売
業
か
ら
強
築
資
材
の
卸
聞
祉
と
し
て
鈴
鹿
し
、
創
業

剖
年
に
な
り
ま
す
・
現
在
で
は
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
、
E
r
y、

屋
銀
・
外
壁
部
分
な
ど
エ
ク
ス
テ
リ
ア
闘
速
に
至
る
ま
で
、
住
宅

建
材
に
ま
つ
b
る
犠
々
な
蘭
材
を
繍
え
て
い
ま
す
・
ま
た
却
問
屋

と
い
う
形
態
に
留
ま
る
こ
と
な
〈
、
お
客
観
に
官
官
ん
で
い
た
だ

wzu

独
自
の
涜
週
シ
ス
テ
ム
を
傭
集
し
ま
し
た
・
製
品
@
組
み
立
て
を

行
う
ア
ヲ
セ
ン
ブ
リ
1
ェ
・
『
完
成
田
回
セ
ン
タ
ー
」
を
開
股
し
た
こ

と
で
、
自
社
で
加
工
、
組
み
立
て
を
行
い
ま
す
の
で
、
怠
客
岨
偲
へ

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
直
位
置
お
届
げ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
・
ま
た
、
量
寓
な
鐙
肢
と
資
絡
を
も
っ
た
社
員

¥
を

が
ど
自
宅
ま
で
出
向
い
て
リ
フ
2
1ム
@
範
工
相

¥

h
r
る
を

般
に
応
じ
る
な
ど
、
お
客
織
と
直
鍍
お
衡
を
す

¥

ぷ
な
ム

る
こ
と
で
、
品
質
や
サ
ー
ビ
ス
@
改
且
曹
に
日
々
取

~

dn

た
テ

9
組
ん
で
い
ま
す
・

…

の
庸
ス

で
内
シ

界一社
M
跡
事
円
分
野
ご
と
に
7
つ
の
会
社
に
分

Jr

野
H
W
遁

社
化
目
て
そ
れ
ぞ
れ
@
地
一
襲
、
多
く
@
お
客
様
に

/
'
分
田
町
涜
¥

傭
績
を
得
る
こ
と
に
注
カ
し
て
い
ま
す
・
分
社
化

・J

島

し
た
こ
と
で
祉
貝
が
、
出
向
と
い
う
形
で
専
門
的
な

仕
事
を
学
び
経
陪
観
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
檎
え
ま
し
た
・
ま

た
、
勉
強
会
、
研
修
会
へ
@
参
加
、
資
格
取
得
を
積

極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
予
育
て
中
@
社
員

も
多
い
た
め
、
働
島
号
や
す
い
覆
持
損
益
舗
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
恩
っ
て
い
ま
す
・

。。
型車&舎か.

組清一書ん

~.属硝子株式会社
侭.取..社長

怠
客
様
@
問
い
合
わ
せ
に
素
早
く
対
応
す
る
た
め

商
品
知
識
の
勉
強
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

I
入
社
し
た
き
っ
か
げ
を
敏
え
て
〈
だ
さ
い

太
学
の
進
路
線
@
先
生
か
ら
の
紹
介
克
っ
た
@
で
す
が
、
ガ
ラ
ス

や
す
ヲ
シ
、
住
翁
轟
器
な
ど
生
活
に
欠
か
せ
な
い
商
品
を
扱
っ
て

い
る
会
社
だ
と
事
業
内
容
を
鵬
ぺ
て
分
か
り
、
人
々
@
生
活
に
貫

献
し
た

ωと
思
い
志
望
し
志
し
た
・

l
仕
事
内
容
を
設
え
て
〈
だ
さ
い

電
際
対
応
や
窓
口
対
応
を
行
い
な
が
ら
の
見
積
9
・
@
積
算
が

主
な
仕
事
に
な
D
ま
す

-m晶
@
聞
い
合
b
せ
を
受
げ
、
そ
れ
に

つ
い
て
飼
ぺ
、
受
注
に
繋
げ
る
こ
と
も
し
ま
す
.
入
社
し
た
ば
か

D
@
時
は
知
援
が
な
い
の
で
、
調
べ
た
D
、
先
曹
に
数
わ
っ
た
D

し
な
が
ら
商
品
知
畿
を
身
に
つ
げ
て
い
き
ま
し
た
・
先
軍
方
が

優
し
く
設
え
て
く
だ
さ
る
@
で
不
安
な
〈
寒
着
を
こ
な
せ
て
い

ま
す
・亀

量
調
子
に
入
社
し
て
よ
か
τE 
た

主
じ
る

と
は
9 

生
活
に
欠
か
せ
な
い
商
品
を
象
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
般
の
方
か

ら
の
お
聞
い
合
LD
ぜ
も
あ
9
ま
サ
・
一
般
の
方
か
ら
の
お
聞
い
合

主
の
翌
日
は
、
専
門
用
俸
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
、
分
か
り
ゃ

す
い
鋭
明
を
心
艦
隊
H
M
て
い
ま
す
・
察
思
い
対
応
が
で
宮
、
ぉ

aa

か
ら
媛
幽
聞
@
冨
薬
を
も
ら
っ
た
時
は
と
て
も
抽
婚
し
く
、
「
ゃ
っ

た
!
』
と
い
う
気
持
ち
で
す
〈
き
・

a々
な
対
応
能
力
が
身
に
つ

げ
ら
れ
た
こ
と
、
仕
事
を
任
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
や
り
が
い
と

腎
D
e
感
じ
て
い
ま
す
.

I
今
後
@
目
槙
を
叡
え
て
く
だ
さ
い

仕
-
-
で
は
商
品
知
識
が
大
事
な
の
で
、
商
回
詰
舗
で
は
雀
に
も
食

帥
り
な
い
、
皆
か
ら
垣
根
ら
れ
る
社
員
に
な
り
た
い
で
す
・
仕
事
は
充

実
し
て
い
る
@
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
さ
せ
た
い
で
す

(
き
・
予
育
て
し
な
が
ら
活
き
活
き
と
仕
事
畠
屯
し
て
い
る
免

'tg

見
て
い
る
と
、
結
婚
し
て
も
こ
@
会
社
で
・
き
た
い
と
思
い
ま

す
.

曾織の方。ら鎗注や見a・@依.11'<るので、

置をしっかり圃いて、2・れがないように鎗"に

あたりaT.

入社4隼固に実入しτー..さぽ曾も先量Eに.

Itないぐらいになりaレ1::..
見注は廊周の姐*で持っていaT.鏑晶日や圃

晶oll:・などを聞遣えないよう、..をしっか

り行い、餌心の注.を.ぃaT.

08_酬晶 担割』



窟
や
サ
ッ
シ
、
ド
ア
な
ど

住
ま
い
に
関
す
る
問
題
を

廓
決
し
て
い
ま
す
。

ん

-
-
宮

山

u

太
四

イ
民即

・
尾
印

刷
削
一
u

西
側

私
は
大
学
が
建
築
科
だ
っ
た
の
で
、
一

学
ん
だ
知
値
隔
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
否

建
築
に
携
b
る
営
業
蔵
を
地
元
で
者
望
一

し
て
い
ま
し
た
・
一

亀
屋
碕
予
に
決
め
た
理
由
は
、
社
長

@
気
さ
く
な
人
柄
で
緊
張
す
る
こ
と
な
一

〈
面
接
試
験
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
一

き
た
と
き
、
『
私
に
合
。
て
い
る
」
と
確
信
一

し
た
か
ら
で
す
・
-

亀
屋
碕
子
は
関
連
会
社
と
し
て
、
専
一

円
分
野
ご
と
に
7
つ
の
会
祉
が
あ
り
ま
一

す
が
、
私
は
〈
練
}
ク
イ
ン
戸
コ
ン
ビ
ニ
に
一

所
属
し
て
い
ま
す
.
こ
こ
で
は
割
れ
た
ガ

ラ
ス
の
交
換
や
サ
ヲ
シ
の
修
理
、
健
の
支
一

換
な
ど
、
一
般
の
お
客
機
方
か
ら
寄
せ
ら
.

れ
る
住
ま
い
に
聞
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
随
一

に
応
じ
て
い
ま
す
.
一

急
を
憂
す
る
雨
漏
P
の
ト
ラ
ブ
ル
に

工
着
担
当
者
と
一
績
に
現
場
に
伺
っ
た

D
、
修
理
依
願
を
受
帥
り
た
ザ
ッ
シ
の
型
一

-t也記主 e'，fiJ邑
.. 

.. ，. E11:11'< !! .. 
.. .1事 。8:20

由佳.周棋@町民問・と
・い11&曾t.l1量司陸相い
去す

我が祉の魅力目~&乙んな鴫掃です11ー』

社員の団結力が自慢で抗

細血栓1.1:5、制札~XL.-引=
泊特で幸喜ょう口聞4帝国T吉台車うせ

↓ 。8:30

田"'.を@目@鳳・・闘の・‘~~..掴で憶を
・tf'レeす

お客様町線穆住宅士費を
ずロヂユース
ガラス岡遺抱けで鉱な〈、a住虫いに闘す

る栂々なお摘みを解決.快適宣聞の演出
に俊立つ、多様な商晶を提供していま主

↓ 

a，
唱

に
崎

O
惜
糊

4

・m
間

ド
ド
富
山

M
7

3
‘
@
自
国
帽

‘，削叫
w

a，
、
年
い
と

都窪を走E元f三社買聞のコミ~=吋ーショ〉
毎年o.安旅行や、定期的'-"=ft'われるイ

ベントなど、都・聞を組えた3!.で、社員

同士@ヨミ.:::t-ケーションを源めていま

事=

それぞれの会社に分かれてはいます志、グループ金悼の団

結力低強固で志位員総行や方針発禽禽など、グループ@団

組カを高める取U阻みを骨っていま私

毎年111111111;也、GPがー信に会しτ脅虫扇~l:4D年IVJ併を..しま曹』 曹・，~絃剛.可F風"ま守
楊伝，*'V全車ー

↓ 

012:00 

ぉ・ー臨み..."'1ーで年・"..に向けて殉.
↓ 

013:00 

午.10筒寓.注文@旗揚
に111;τz・@手偉い寄
する乙とt.

明俺への参加・育格取掃
なぜ的スキル7"1ず
E自子aIi史館士、施工管理士、エタステリア

プランナーなど、..に必要な奮糧費格取得~・極的広バックアップし11:1". 

• 3. 

F ......."圃圃・h"'--桶 >~I 

E・E・m盟聖盟国電1!1l1'，. 
一一

世肉有志で作6.，.チーム『亀E副子[輔i)J自主、久留嬬市@邑舎人リーグ目~ラ:1.で今年、R・
r_J4D係属に..11した. "-

ー'~ • 
即隼陸、創立90周年f:IJ.L.τ
台湾S目圃4DBf:・しみ且L.1t.

が
メ
I
力
ー
で
は
欠
晶
に
な
D
、
そ
れ
に

代
わ
る
最
適
な
代
替
晶
を
探
し
た
り

と
、
臨
績
応
変
な
判
断
力
や
商
品
知
鳴

が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
貴
重
な
経
験
を

積
ん
で
い
ま
す
・

無
事
ご
要
望
に
怠
応
え
す
zw
こ
と
が

で
き
た
時
の
お
客
織
の
笑
鼠
を
見
る

と
、
こ
@
仕
事
に
揖
わ
っ
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
実
感
し
て
仕
事
の
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
.

現
在
の
部
暑
で
は
私
が
一
番
@
若
手

に
な
り
ま
す
が
、
後
也
阜
の
皆
さ
ん
に
私

が
現
場
で
日
々
身
に
つ
げ
て
き
た
こ
と

を
し
9
か
り
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
P

た
い
で
す
ね
.

そ
し
て
い
つ
の
目
か
唐
舗
の
責
任
者

と
な
り
、
み
ん
な
を
ま
と
め
ら
れ
る
存

在
に
な
れ
る
よ
う
毎
日
@
業
費
に
取
。

組
ん
で
い
ま
す
.

寸著者~III.元畠ヒ六t'tl句で穏刑事場量I~特~I，す↓ 

017:00 

.tt...注'墨田@岡田
ftへ4>.舗など@・・it!
Bを得も唱す

4 

n
M
i
 

n・J

町
問。町一

「入社後はω 仕事をするの?I

..昔で，~.'事IU.~<τも
:;舗で周囲事〈鈴鹿しτい傘サ

入社笹は、社会人としての甚礎副作やマナーなど

を学ぶ揖修を受防ていただ嘗ます。E周は、各人

@希望や遭桂を考慮し相眠@土決めま曹、E周
笹鼠、先車社員@置しい指導により、真贋を程験

しながら仕事を貰えてもらいます。単年聾位再度

研修を実施し、同期との受涜

や不明点在聞く靖幸眠防て

いまれ

じ

亀
壇
硝
平
川
w
独
自
口
取
リ
組
む

時
過
伎
町
堵
埠
ヒ
ゆ
ぜ
ん
な
も
何
?
・

量
帽
に
お
い
て
、
置
は
先
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
@

聾
で
す
が
、
と
の
園
口
留
か
ら
穆
劃
す
る
掴
置
が
夫

き
い
た
め
、
エ
ア
コ
ン
を
強
め
に
固
定
し
が
ち
に
な
り

ま
す
・
田
祉
は
、
よ
り
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
怯
置
な

生
績
を
寓
罰
す
る
蝿
軍
奮
レ
て
い
ま
す
.

寒いを窓刊号スで働率5央!イ主まいの署ぃ、ん

M
U
清

野
堤

社員には、具体的な目極陸定をして、値観して行うことて九

結果に闘わら式学べる乙とが晶ると指導していま'れそ@

ような会祉の方針を嚢直に聞き、実行できる方。そして、社

会事仕由精神を持っている方。よ手に息撮曹がで章、元気

で明るい方を)，Jtめていま1"0

昨明明TE場活ーさん

-・h申・f;~f'.Þ~ I -; :'~ ・・
E五TiJl.f;iF.:{ ~ 
L!r04'， f:.:t.吋悶

-・・M幅何軒:)P:-f'.j) ~ ~~~・・
嵐長弱払

』 ・・血』 圃由，09

面司



家盤@同・も，い@で
.'・れすること怠<.
し〈舗Jt.、切.1IItt1l
aぃ..位もな宮古い
色曹.

4
ヌ
シ
弐
号
ふ
を
提
案
vu

で
お
客
様
を
サ
ボ
I
b'

ー
お
ニ
人
は
情
事
νス
テ
ム
第
1
曹
藁
留
に

扇
風
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
ん
な

怠
仕
事
を
寄
れ

τい
ま
す
か
?

Ea
ロ
私
た
ち
は
オ
フ
ィ
ス
の
電
僚
や
フ
y
ヲ
ク

ス
、
ヨ
ピ
l
岨
旬
、
通
信
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
4
4
フ
イ
ス

シ
ス
テ
ム
を
お
客
機
@
ニ
I
ズ
に
合
b
A
E
構
築
し

提
案
す
る
薬
密
を
行
っ
て
い
ま
す
・

畳
摘
斬
淘
@
-
B
客
後
へ
の
営
象
は
も
ち
ろ
ん
、

原
存
@
お
客
織
に
も
、
日
々
道
化
す
る
情
報
シ
ス

テ
ム
に
応
じ
て
、
よ
り
良
い
環
畿
を
鍾
集
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
.

ー
ど
@
よ
う
な
と
こ
る
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
か
?

思
ロ
-
B
客
雌
憎
か
ら
注
文
を
い
た
だ
い
た
と
き
で

す
・
備
額
-
婦
が
生
ま
れ
た
と
思
え
る
瞬
間
な
@
で

鎗
し
い
で
す
ね
・

幽
置
網
先
日
、
半
年
か
帥
り
て
営
業
し
て
い
た
お
客

様
か
ら
「
他
業
者
に
怠
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」

と
逮
絡
が
あ
り
、
濠
く
港
ち
込
み
ま
し
た
・
で
も

担
当
者
@
方
が
「
時
閣
を
か
妙
て
足
を
運
ん
で
〈

れ
た
大
栄
電
通
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
」
と
上
司

の
方
を
説
得
し
て
い
た
だ
き
、
象
者
を
遺
ぴ
置
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
・
会
祉
の
解
個
以
外
に
も
お

客
蟻
か
ら
評
価
さ
れ
た
と
き
は
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
.仕

事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
さ
ぜ
る
た

め
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
あ
D
ま
す
か
一?

E-ロそ
う
で
す
ね
・
私
は
休
み
の
目
は
積
極
的

に
外
出
し
ま
す
・
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
、
仕
事
に
も
援
が
る
ん
で
す
.
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

最新の情報通信技術と提案カで

お客様を強力にバックアップ

昭
和
例
年
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
ン
@
販
売
底
と
し
て
事
業
を
ス
タ
ー
ト
・

そ
の
後
、
携
帯
電
位
障
の
普
及
遇
措
畠
期
に
代
理
庖
a
R
S
却
に
，
入
・
現
在

は
デ
ジ
タ
ル
複
合
梅
や
防
犯
カ
メ
ラ
、
ナ
l
ス
コ
ー
ル
な
ど
、
l
Tコ

ミ『直ニク
lhrヨ
ン
に
特
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
ト
ー
タ
ル
で
鍵
由
来
し
て

い
ま
す
・

画
界
祉
@
強
み
は
、
高
い
銭
衛
力
と
鍵
庫
県
・
刀
で
す
・
2
7イ
ス
@
大

小
、
形
思
に
聞
b
ら
ず
、
最
適
な
4
4
ヌ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
を
提
寮
・
各
オ

フ
ィ
ス
鵠
暑
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
飯
島
町
・
傷
銀
・
工
事
か
ら
保
守
ま

で
二
貫
し
た
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
低
コ
ス
ト
で
実
現
し
、
お
客
僧
@

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
也
管
支
え
て
い
ま
す
・
特
に
保
守
サ
ー
ビ
ス

hn

は
休
日
に
鎌
窃
を
行
ラ
お
客
織
に
対
し
て
も
安
心
し

¥
J

て
い
た
だ
げ
る
よ
う
『
3
6
5日
」
い
つ
で
も
迅
速
に

¥

"
に
l
l
-

対
応
で
き
る
体
制
を
盤
え
て
い
ま
す
・

~

j
圃

-.
属"す

若
い
人
材
が
多
い
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
・
年

一一一

働
問
ま

功
序
列
で
は
な
く
「
成
果
主
‘
」
を
鍵
局
す
る
こ

一一

白
嗣

と
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
責
任
感
喜
ち
、
個
々

一一

制
地
閣

の
向
上
心
が
高
ま
り
、
怠
互
い
を
刺
殺
し
合
っ
て
、

戸

と

A'

荷
量
堅
実
現
し
て
い
ま
す
・

JJ
惜
凱

¥

平
成
部
年
度
か
ら
四
年
計
画
と
し
て
、
売
り
上
げ

.JY
匂
g

2
0
0億
円
、
経
常
利
益
叩
億
円
の
目
視
を
掲
げ
、
社

J-M
1
1
・

良
一
丸
と
な
9
て
取
り
組
ん
で
い
志
す
.
会
社
が
大
き
く

成
長
す
る
こ
と
で
、
生
産
性
や
経
済
効
率
を
高
め
、

さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
良
い
人
材
と
巡
D
合い、
1
T

コ
=
三
ニ
ケ
lbFヨ
シ
を
極
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
.

経
験
し
た
こ
と
を
借
す
と
と
で
、
お
客
観
と
の
距

障
が
縮
ま
り
仕
事
@
情
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い

き
ま
す
・

量
-
慣
例
え
ば
買
い
物
に
行
っ
て
も
盾
員
ち
ん
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
な
い
か
、
つ
い
制
園
祭
目
録
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
ね
・
ぞ
と
で
仕
事
に
プ
-Y
ス
に
な
る

も
の
を
見
つ
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
モ
テ
ペ
l

b
J
2
ン
も
上
が
り
ま
す
・

ー
お
=
人
@
今
後
@
目
榎
を
敏
え
て
下
さ
い

原
口
仕
事
@
面
で
は
、
女
性
@
営
業
が
ど
ん
ど

ん
繕
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
申
で
ト
ヲ
プ
に
な
る
こ

と
が
一
番
@
目
棟
で
す
・
そ
し
て
怠
客
僚
か
ら
も

応
怨
し
て
い
た
だ
M
W
6
よ
う
な
営
農
を
目
指
し
ま

す
.

量
稲
野
社
で
は
「
総
選
拳
』
と
冨
っ
て
、
3
チ
ー

ム
あ
る
チ
ー
ム
U
lダ
ー
を
み
ん
な
の
設
震
で
決

め
る
ん
で
す
・
も
う
す
ぐ
開
催
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ

で
1
位
に
な
っ
て
チ
l
ム
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と

が
直
近
の
目
視
で
す
.
そ
し
て
、
将
来
的
に
は
瞥

鍵
都
の
一
番
に
な
り
た
い
で
す
ね
・

71  

1: 
tz 
a孟

宗ミ

幻
や

鼠
口
女
性
の
瞥
象
織
は
珍
し
い
と
息
わ
れ
が

ち
で
ザ
が
、
と
て
も
令
り
が
い
が
あ
P
、
自
分
を
活

か
せ
る
噛
明
書
で
す
.
私
は
、
結
婚
や
出
産
を
し
て

も
仕
官
'
を
-mMり
た
い
と
思
っ
て
い
去
す
.
大
栄
電

週
に
は
、
両
立
し
な
が
ら
銭
げ
ら
れ
る
部
署
も
あ

り
ま
す
し
、
支
援
体
制
も
聾
っ
て
い
る
の
で
心
配

は
な
い
で
す
よ
・

量
相
自
偶
が
入
社
を
決
め
た
理
由
は
、
社
風
@
袋

町
ら
し
き
で
し
た
・
自
分
に
合
う
社
鳳
@
会
社
を

還
ぶ
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
の
で
、
会
社
見
学
や

面
鏡
で
は
、
会
祉
の
雰
囲
気
に
注
目
す
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
.

。。
.." ~，....， 
*a康-B書ん

'-大栄電通掠式会祉

代表取銅役

旬憶だけではお書舗の

使JBWlはわから.ctい
ので、なるべ(?-
_'って幽闘するよう広
心・wτいまれ

...，チ【ム官E・〈た
め.りーダー@輔阪を

仰.cがらしョiI'リ・....りまT.



E壷~~
附

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
シ
ョ
ッ
プ

4
唐
舗
を
鍍
揺
す
る

ヱ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
す
骨

/ヘ、 .

~ 
圃温三也記主4比:.li)・h-*:1:" 1::= r;t璽E 。俗鉱.1園事も館、~8Ø.

-や、スタッ?への織

.、おいぢつ@ー・・

9:30 裁が祉の魅;刑罰8
乙んな現場です11ム h

↓ 

010:00 
.1Ii.a・.が少ない鎌
田1I1:1lH.・e・-
.lIftぃ.... 

7レ'"シ:1..1マワーで・
活気0>*る職場社員微別名のうち、45人が:20代という~l:
で、社内1:活気で溢れてい.'t.3事均年飾

30.5.1 

チームの瀧鰐で充実した仕寧環境際経a::.J:・-人ノルマCU;り:t1tん.チ四ム可~B.~S発<<>.、フ'*ローしあいながらチームワークで仕，*~溜めてい8.'t0吸
不安な<i士司院がで..1:. rã"t:して鈎""t~き3ふ Z守句7':も

宅約8O)1‘めゐ、目線電電，it."t¥主います

↓ 

012:00 
a・体<l)Ilotスタッフと31!伶司~"')*Tぜ=1::屯負けない

f動き悼すさ三議点的社風チームワーク唱r*~闘に't1Þ*をまで、スタッフ
開会o仰'Jil<、l:司=，..やすい・eがい
の.IT社風で't.

入
社
し
た
畠
ち
か
紗
隊
、
自
宅
近
〈
…
タ
タ
フ
と
会
祉
の
愈
見
也
事
調
獲
す
る

で
4
4
1
プ
ヱ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
が
一
役
割
な
の
で
、
応
舗
の
湧
状
や
浴
客
織

あ
り
、
携
鯵
電
話
シ
ヨ
ヲ
プ
で
の
勤
務
…

A
W
-
-
l
ズ
の
把
纏
が
必
要
に
な
り
忘

経
般
が
あ
っ
た
の
で
、
前
聡
が
生
か
せ
…
す
・
8
客
僚
の
声
也
事
関
〈
た
@
に
、
自

る
と
思
い
遺
ぴ
乏
し
た
・
a鳳
初
は
派
…
分
自
身
A
9
8
庖
に
幽
て
袋
容
し
て
い

遣
社
員
と
し
て
入
社
し
ま
し
た
が
、
…
法
す
.

会
祉
の
雰
囲
気
が
気
に
入
。
、
正
社
…
応
舗
の
-mnv上
げ
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

員
と
し
て
こ
の
会
祉
の
一
員
に
な
り
…
次
第
で
大
き
く
変
わ
り
去
す
・
策
佳
も

志

し

た

・

…

岨

の

り

、

自

分

で

判

断

し

な

げ

れ

ば

な

ら

除
持
祉
で
は
年
齢
即
位
別
関
係
な
〈
、
…
な
い
こ
と
も

8
9家
す
が
、
よ
り
経
営

成
果
令
上
げ
れ
ば
鰐
め
て
も
ら
え
去
…
者
側
の
観
点
で
仕
・
が
で
き
6
の
で
、

す
.
私
は

3
年
で
底
E

震
に
な
り
、
A
7
は
…
や
り
が
い
が
み
り
ま
す
.

限
回
決
策
ヱ

U
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
一
「
大
栄
電
通
」
は
今
、
九
州
mw
代
理

3
脂
舗
の
統
括
也
事
行
っ
て
い
去
す
・
具
…
后
で
は
ト
ヲ
プ
ク
ラ
ス
の
製
品
卸
者
数
を

体
的
に
は
、
売
り
上
げ
と
怠
客
鎌
測
…
筒

0
・
志
す
・
私
A
W
後
に
緩
く
人
材
令
た

足
度
te
上
げ
て
地
織
ナ
ン
バ
ー
ヲ
ン
mw

一
〈
浴
ん
曹
関
て
て
、
酉
目
本
で
ナ
ン
バ
ー

-B
后
に
す
室
。
こ
と
が
使
命
で
す
.
そ
の
…
ヲ
ン
の
シ
ヨ
ヲ
プ
に
し
て
い
島
信
た
い
と

た
め
に
、
社
員
。
育
成
、
庭
内
外
の
装
…
患
っ
て
い
ま
す
・
個
人
の
目
線
と
し
て

飾
な
ど
そ
、
他
mw
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
逮
…
は
会
社
で
必
豪
不
可
欠
な
存
在
に
な

携
也
奪
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
・
ス
…
り
た
い
で
す
.

'lt守吋7t1)t;手.，::司~5J:ラ1::~.tT，惨事毒*宅時ゆけ1:~1幸司F↓ 。13:00スタヲフØ..M.CD~
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入社債は3ヶ月は徹底した研修制度が為りますの

で、対人で多少不安がある方でも、一漉o営難マン

ヘ膚長することができま私また、お悪な責措の取得

のサポート，全力で行いますL新入社員研憶が終

わってからも勉強会や研修会審定期的に行ってい

るたの、帯広新しい知織を学

べま私

。，

六
業
-
電
通
uw
様
併
す
る

オ
7
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
ヲ
て

ど
ん
な
も
の

?

l

-
か
ら
オ
フ
ィ
ス
金
提
鏑
す
@
阪
は
、
イ
ン
タ
ー
本
ツ

ト
令
曜
脂
闘
躍
の
手
配
、

E
-
z・
な
ど
も
全
て

行
っ
て
い
ま
究

，守、/:コン待合構・コぜ・酬機
んさ

M

明
仁
和

剛一一園周

岨
帽

F
V
U配

岨珊・
J
司
d
司

どんなことでもいいのな夢がある入、チームワーク毒大事記

できる人を求ゐていま守るまた、女性が活躍しないと会社は

伸びて行かないと考えていま私仕事と子育ての両立東織な

どの制度を盤備し、女性が備@やすい珊焼を盤えていますの

な蝿〈働者たいと思っている女性の方も大歓迎で私
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引
き
渡
し
ま
で
も

理
統
括
す
る
佳
事

発注や主穂・・、人舗
管理など、混血・lIl<に
構えた仮事.所での・
g作最もこなしu.. 

現
場
の

ー
お
ニ
人
が
持
っ
て
い
る

一
級
量
筆
施
工
管
理
接
土
は
具
体
的
に

ど
@
よ
う
な
怠
仕
事
で
す
か
?

-
頭
工
事
現
掴
・
を
さ
ら
地
か
ら
オ
ー
ナ
ー
績

に
引
き
潰
す
ま
で
全
て
の
業
務
管
理
で
、
具
体

的
に
は
安
全
管
理
や
工
程
管
理
、
原
価
管
理
、

発
注
な
ど
を
行
い
ま
す
・
実
際
の
現
場
作
業
は

専
門
の
筏
術
を
持
っ
た
歳
入
さ
ん
が
行
い
ま
す

の
で
、
職
人
さ
ん
に
説
明
す
る
の
も
私
た
ち
の
仕

事
で
す
・

!
と
@
仕
事
@
ど
ん
な
と
と
る
に

や
り
が
い
を
愚
じ
ま
す
か
?

a
g
達
成
感
で
す
ね
・
さ
ら
地
だ
っ
た
と
こ
ろ
に

一
年
半
轡
げ
て
建
物
が
完
成
し
、
そ
こ
で
生
活
し
て

い
る
子
ど
も
逮
の
声
を
聞
い
た
と
き
は
本
当
に
嬉
し

い
で
す
.

坂
本
私
は
出
来
上
が
っ
た
と
き
の
お
客
様
の
笑

顔
を
見
る
こ
と
で
す
・
以
前
、
保
育
園
の
現
場
で
仕

事
し
た
と
き
に
、
完
成
し
た
建
物
が
、
よ
D
広
く
、

想
像
以
上
の
環
境
に
、
副
園
長
さ
ん
が
涙
を
流
し

て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
・
そ
れ
を
見
た
と
き
は
、
こ

の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
・

I
寵
頭
さ
ん
に
と
っ
て
部
下
で
あ
る

援
本
さ
ん
は
ど
ん
な
存
在
で
す
か
?

寵

-
m
m隼
・
の
経
験
で
や
っ
と
一
人
前
と
い
わ
れ
る

現
活
で
す
。
彼
は
入
社
し
て
悶
年
固
に
な
り
、
現
値
唱
の

所
長
を
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
ほ
ど
カ
を
つ
け
て
き

ま
し
た
の
で
、
彼
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
は
と
て

も
積
も
し
い
で
す
ね
.

l
坂
本
さ
ん
か
ら
見
た
施
頭
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
上
司
で
す
か
?

建設を通じ、人と自然が共存できる

豊かな社会形成を目指す

弊
祉
は
、
家
業
と
し
て
明
治
判
年
に
創
業
し
て
か
ら
約
一
世

紀
以
上
に
渡
り
、
久
留
米
地
域
で
建
鮫
・
土
木
の
分
野
に
簿

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
・

建
築
工
事
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
4
4
フ
イ
ス
ピ
ル
の
他
、
久
留

米
市
庁
舎
、
福
岡
県
庁
舎
の
普
察
棟
と
い
っ
た
官
庁
工
事
、
学

校
、
病
院
な
ど
の
公
共
施
設
ま
で
多
岐
に
渡
り
ま
す
・

土
木
工
事
に
つ
い
て
は
遭
路
や
上
下
水
道
の
整
備
に
加
え
、

九
州
で
も
有
敏
の
技
衡
を
活
か
し
た
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
工
事

な
ど
、
多
敏
の
施
工
実
績
が
あ
り
ま
す
・

金
は
太
陽
光
遣
の
工
事
な
ど
、
時
代
の
変
化

、

.. 
1・」

鋭

に
も
柔
軟
性
を
も
っ
て
対
応
・
お
客
織
の
た
め
に

¥

ヨ

/

式

役
立
つ
と
恩
わ
れ
る
新
製
品
や
新
技
術
の
情
報

、

1
3
7
/
品川

鍵
供
は
積
極
的
に
行
い
、
常
に
提
議
裂
の
き
，

K
Z
2
3
H
闘

を
徹
底
し
て
い
ま
す
・

…-
ロ

Z
B
川
和

現
在
社
員
数
は
拘
名
・
年
齢
や
役
鴎
に
関
係

…一
回

E
M
R

U
大

無
く
自
由
に
意
見
を
交
わ
し
合
え
る
、
風
通
し

rr
z四
百

ア
豆

の
良
い
社
風
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
・

Jr
rL
可
d
『

E

私
た
ち
の
仕
事
は
完
成
し
た
建
物
な
ど
を
B

/

F-4

客
様
に
引
き
渡
す
こ
と
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
.
そ

/i
r
t

の
後
の
保
守
管
理
や
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

〆
』

ど
の
、
大
切
な
仕
事
が
始
ま
り
ま
す
・

「
繁
栄
は
和
に
あ
り
・
個
用
は
続
実
に
あ
り
・

建
設
は
事
仕
に
あ
り
」
・
こ
れ
が
弊
祉
の
社
是
で

す
・
今
後
も
地
績
に
板
g
し
、
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ

る
環
贋
作
り
に
貫
献
し
て
い
き
ま
す
・

DAIVVA 
~傘'‘ e・，
窓辺次郎事ん代表取線復社長

幅
根
本
仕
事
中
は
正
直
怖
い
存
在
で
す
ね
・
自
分

が
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
自
信
の
な
い
部
分

に
関
し
て
は
ど
ん
ど
ん
突
っ
込
ま
れ
ま
す
。
で
も
裏

を
返
せ
ば
、
白
分
の
こ
と
を
よ
く
見
て
い
て
く
れ

て
、
後
ろ
で
し
っ
か
り
支
え
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
し
、
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は

一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
飲
み
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

り
す
る
大
好
き
な
先
輩
で
す
・

I
入
祉
し
て
か
ら
@
心
構
え
を

教
え
て
く
だ
さ
い

.工から弓l意思しまで
轟いと18ヶ同.完膚じ
た聞の迫.・はたまそJ: 
ません. i.. 

坂
本
資
格
を
取
得
し
た
り
覚
え
た
り
し
な
け
作

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
目
幅
慨
を
も
ヲ

て
、
粘
り
強
く
や
っ
て
い
〈
乙
と
だ
と
思
い
ま
す
。

寵
顕
何
で
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
主

ね
・
そ
う
す
る
こ
と
で
、
周
P
も
し
っ
か
り
面
倒
争

見
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
入
社
後
岨

現
湿
の
徳
子
に
馴
れ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
は
じ
曲

ま
す
.
建
般
現
場
に
携
わ
る
腸
人
さ
ん
や
、
集
者
九
回

ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
の
方
と
の
コ
ミ
ユ
-
一
ケ
官

シ
ヨ
ン
は
大
事
に
な
り
ま
す
.
仕
事
は
現
場
だ
UAY

は
あ
り
ま
せ
ん
・
地
域
住
民
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
コ

ケ
l
シ
ョ
ン
も
必
要
で
す
.

I
怠
=
人
@
今
後
@
目
榎
は
?

坂
本
自
分
が
責
任
者
と
し
て
作

を
持
ち
た
い
で
す
ね
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

は
、
仕
事
で
他
の
人
の
家
ば
か
り
建
て
て
い
る
の

早
く
自
分
の
家
を
建
て
た
い
で
す
ね
・

-
同
顕
形
と
し
て
何
十
年
も
残
る
仕
事
は
建
岨

な
ら
で
は
の
醍
醐
味
で
す
.
そ
の
仕
事
の
す
ば
ら

さ
を
、
こ
れ
か
ら
入
っ
て
く
る
若
手
社
員
に
伝
え

が
ら
、
育
成
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
・
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社
員
@
サ
ポ
ー
ト
や

-
期
作
成
な
ど
の
事
積

金
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

我が祉の魅力目靭8
こんな珊蝿です11

伝統の団笛力を守υ、..する

保育掴へ軍司11'''[、~事 l 出社で"
。9:30
幽豊t.・8全・@サ

誠一ト、・・littを符

い.す

民

-‘ 
o
-
“
 

沿
舵
仲

2
m
v
 

噌昼
.
z
m
内

h
'
m
叫

a

・司a
t
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Q 13:00 
年.11)仕..圃樋.2・
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I謹警舗で寄金事一!
現場や周辺@盟理堕・、清鋼を徹底してい

ま私現場作a鳳挺防でな〈、周辺住民のみ

なさまへのE・も大切で曳

社肉研修や社舛セミナー憂・など、知.司p鰻衝をサポートする体制~I・ll.責任aと
プロ;慮"を宵みま抗

‘'・面

F
J

100年以上o.車を縛つ男社です臥社患を心に-8園錨

していま抗そ@園鏑力陣地喝のイベントや'仕活・にも績

かされていま事

司

e長

M
1
2
b
b
L
S
1

-ー

~ 
美.

〈
各
停
晶
奇
跡
・

9
壬
舟
9

司
階
特
訓
叩
比
旬

P
R
s
a
m
J

大
和
一
建
般
を
知
っ
た
@
は
、
高
島
伎
の
進

路
相
阪
の
先
生
か
ら
の
紹
介
が
き
っ
か
切

で
し
た
・
も
と
も
と
建
策
砲
や
建
簸
現
場

を
見
る
の
が
好
き
だ
っ
た
ψ
と
、
募
集
@
議

件
の
一
つ
に
弱
る
い
I
Cと
い
う
表
記
が
あ

D
、
梓
轄
の
明
る
さ
に
は
自
慢
宮
っ
た
の

で
廓
募
し
ま
し
た
き
.

入
社
し
て
か
ら
の
担
当
素
直
司
は
経
理
と

社
会
保
険
@
取
り
扱
い
、
電
暗
応
対
な
ど

で
し
た
・
産
前
産
後
体
隈
を
取
得
し
、
復

醜
径
は
、
事
務
全
般
@
サ
ポ
ー
ト
難
審
を

行
っ
て
い
ま
す
・
本
社
に
お
見
え
に
な
る
お

客
機
か
ら
、
「
三
浦
さ
ん
に
会
い
に
来
た
ん

だ
よ
」
と
か
、
「
い
つ
も
い
足
音
響
記
』
と
声

を
蜂
砂
て
E
Wた
と
き
は
、
本
当
に
篇
し

く
な
り
ま
す
.
社
内
勤
密
で
す
の
で
、
建
策

@
現
岨
帽
に
行
〈
楓
会
は
あ
D
ま
せ
ん
が
、

竣
工
写
真
を
見
て
、
「
長
い
時
聞
を
か
げ

て
、
電
話
の
応
対
や
事
著
作
曲
揖
で
聞
か
っ

た
東
件
が
、
と
ん
な
に
立
派
な
建
物
だ
っ

'*昔前~I孟舎社町輔.T"::情机~tlい4時』也櫓けていeす↓ 

015:00 
橿舗:..宅・.$'・@・・

".10・・..1:せて、
子どもe・冒聞広...に

い竃ます

自俳句仕事が膏~I~著書る
関わった仕'治、見事として何+年，.る

01il・E・ならでは.子どもや採に自分@足障を・れる冊目Øifl~..です.
ポウリシダ'1;.禽司1".措禽、繍牢魯.G:I!で
社凪同士@真絡を圃ーτい車唱巴

ー司Sで三一

毎月・2士'目盤、佐且.闘で組編@糟'贋・e骨ョτい宜主

一
た
ん
だ
』
と
わ
か
っ
た
と
き
は
、
感
動
と
と

一
も
に
守
D
が
い
を
実
感
し
て
日
本
す
・

入
社
後
は
、
社
内
研
修
と
し
て
、
身
疋
し

一
な
み
、
官
官
珂
応
な
ど
の
街
修
が
あ
9
、社

一
外
研
修
と
し
て
、
久
留
米
商
エ
会
鴎
所
で

一
行
b
れ
る
接
遇
マ
ナ
I
研
修
を
霊
鴎
で
き

一
た
の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
マ

一
ナ
ー
に
つ
い
て
も
、
不
安
な
〈
業
費
が
行
え

一
ま
し
た
.
現
在
@
集
積
に
必
要
な
経
理
や

一
社
会
保
険
な
ど
の
専
門
的
な
研
修
に
も

一
多
却
し
、
い
ろ
ん
な
勉
強
部
T
き
て
い
暗
号
・

.
仕
事
が
獲
し
〈
毎
日
が
充
実
し
て
い
る

一
@
も
、
短
時
間
勤
窃
で
仕
事
と
家
庭
が
両

一
立
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
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尋
昔

一
て
し
な
が
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勤
聾
し
て
い
る
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軍
方
が
多

一
い
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で
、
皐
昔
て
の
陪
や
ア
ド
バ
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ス
を
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.
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な
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ら
、
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ぎ
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す
(
き
.
そ
ん
な
環
境
で

一
す
の
で
、
平
脅
て
し
な
が
ら
働
〈
こ
と
に
不

一
安
は
な
い
で
す

a.

~寄体~liI:曾哩鴨寵バ十司:t~司Z平トー守で11'1上~，てますJ↓ 
鯉崎固..11)白書、げで.

..‘"ョて胃児がで'

1:す

(入社後はω 仕事をするのI -・・・・l:f!J，;~苦言τ軍軍:rT司・・・・・
. 社内報への掲.や、管理職員研修@実施によ目、育児休集制J:o周

知、取得促進に'めま1れ

. .9i!.."促進す畠ため‘毎週.lII:・日をr./-!l.デーJ，!:，します..a偶者@幽置に陣t..3日間@符別休息聖.崎重弘

. 年に5日間、幼稚園{保育所}・小伊夜行事慣...  ・】@ため@休
取を1111)ます.

. 社員@予e.会・PTA活動へ4).，却.G:e，、子ども@健全育成量目的とす

る地厳積副，、@覆橿時'却を支書置します.

入社後陣社内・社舛研修を1ヶ月蔓防ます。その
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。
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拓精神を忘れず、経営の多角化を推進
次世代を担う人材育成にも重点を置く

さ
ぐ
瞳
働
問
で
き
る
祇
ま
ネ
ル
撃
U

ー
と
@
企
震
で
・
い
て
き
て
良
か
っ
た
と
と
る
肱

最
先
備
の
環
境
問
題
へ
@
取
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組
み
が
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行
え
る
こ
と
に
誇
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ま
す
.
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遣な
しど
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言喜
宅葺

棄
物
を
収
集
し

そ

石
炭
と
い
っ
た
化
右
線
"
の
代
書
線
科
と
レ
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
・
原
組
"
が
廃
棄
物

な
の
で
、
化
石
鎗
創
刊
に
比
べ
低
ヨ
ス
ト
な
こ
と
に
加
え
、
廃
業
物
。
削
減
に
も
貫
献
し
、

C
0
2
排
出
量
@
削
温
も
可
能
で
す
・
E
車
線
@
混
合
比
曹
帽
の
閑
聾
で
、
発
線
量
も
飼
警

で
き
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
@
活
用
が
可
能
で
す
.

ー
工
場
で
は
E
@よ
う
な
作
車
を
行
い
ま
す
か
?

ま
ず
は
鐘
入
さ
れ
た
廃
棄
物
を

Eaを
使
い
製
造
獲
置
に
投
入
し
ま
す
・
そ
の
後
、
完

成
ま
で
は
樋
械
が
行
い
ま
す
が
、
原
創
刊
の
混
合
比
率
や
E
鏑
・
成
形
す
る
醸
の
熱
量
嗣

聾
は
、
人
の
手
で
行
い
ま
す
・
こ
の
作
業
は
経
験
が
必
要
で
、
今
で
も
鼠
行
錯
誤
し
な
が

ら
行
う
鍵
し
い
作
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で
す
ね
・

こ
の
事
業
は
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だ
ま
だ
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で
す
・
A
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だ
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1
0
0
%
発
揮
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い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
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舘
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思
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仕
事
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や
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減
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献
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き
る

の
で
、
使
命
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を
強
〈
持
つ
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と
が

で
き
ま
す
・
環
寝
間
信
に
取
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組
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で
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る
学
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さ
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に
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て
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ら
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で
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な
い
で
し
ょ
う

か
・
失
敗
か
ら
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ぶ
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と
が
多
い
の

で
、
失
敗
を
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れ
な
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人
と
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聞
き
た

い
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す
ね
・
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今
後
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ヲ
セ
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を
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し
ま
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事
黛
な
ど
、
機
々
な
分
野
へ
の
多
入
を
量

mwて
い
ま
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東
建
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関
連
企
象
島
宮
本
l
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化
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た
し
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曹
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一
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し
た
・
そ
の
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つ
に
、
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が
い
者
@
蹴
労
支
軍
事
象
所
や
グ
ル
ー
プ
ホ
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雌
閣

が
あ
り
志
す
・
弊
祉
が
行
う
鎗
食
h
E
シ
タ
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で
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生
し
た
生
ゴ
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也
管
再
利
錨
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周
ず
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循
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を
、
こ
@
就
錆
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事
象
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行
。
て
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志
す
・
-

現
在
最
も
カ
を
λ
れ
て
い
る
の
が
、
メ
ス
キ
2
I
F
と
辱
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れ
る
医

直
原
康
家
島
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回
収
お
よ
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再
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用
銀
密
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重
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と
、
纏
事
エ
・
思
議
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処
理
さ
れ
た
医
'
廃
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や
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銀
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と
し
て
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ま
す
・
ま
た
、
聖
・
・
揮
と
し
て
デ
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マ
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ク
遊
具
メ
1
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化
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方
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K
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P
A
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の
1
次
食
糧
厄
と
し
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卸
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角
る
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。
、
E-m-仕
事
応
展
開
一
を
行
っ
て
い
ま
烹

…

'
晶
て

こ
の
よ
う
な
建
築
・
土
豪
と
い
う
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組
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…

@
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H
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え
た
経
営
の
2
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進
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て
い
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理
由
は
、

Z
J
曽
・
閣

に
左
右
さ
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安
定
し
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い
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面

/
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鑑
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目

だ
M
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あ
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ま
せ
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・
様
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な
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野
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テ
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は
、
人
材
育
成
を
行
う
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で
も
良
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激
に
も
な
る
は
ず

.
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で
す
・
今
後
も
固
定
続
念
に
提
わ
れ
ず
、
地
域
社
会
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献

で
き
る
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を
目
指
し
て
行
き
ま
す
・

酔
祉
で
は
「
子
ど
も
と
一
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闘
に
仕
事
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で
き
岳
環
境
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〈
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と
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、
育
児
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な
ど
、
仕
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田
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で
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績
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し
て
い
ま
す
・

ま
た
、
本
位
怠
地
内
に
子
ど
も
向
M
U
@
道
具
を
股
置
す

る
予
定
で
す
・
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績
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嫌
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取
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と
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す
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ポイ婚て康止置E副や地埠の清掃活・oa
手伝いなど、ボランティア清副を禽@た地域環揖@鍵化活凪~・却していIlT.a・煽@調・・舗・*.eに，位員企貝で

_1;.却し・Eい車事

ダ1)ーンjjーテン10;;.，1:..崎爺ft*l:!，、松員
ー丸でエヨに恵国組んでい宜"t.

↓ 子宵宮@繊細に.t~"C1a
・い鴎圃で酒量tすーとと
も育館です

(入社後はどんな仕事をするのI
....輸入札司申繍書、ぜ

i:!"tすま1:書舗の作111嘗I.;t:ut'f

-・・・・Eム正孟;;.I:;主畠:.R土il.且・・・・・
φ出直や宵児@たeに逗.したfUl艮fiI再雇用を梧湿す晶.台、再雇

用調置を実施します.

. 従銀民@所定外.・がないように..  環境骨..しま1九

. 中学<<a学前@予畢豊島宵す畠社員に. .  休眠..  めま乱

置.鴫、現場停車、事濁鴫とも、3ヶ月間@研修を

行い、告部署@先車スタッフから蝿萄上に闘する

基本事項を学びます。その笹は喪障の現場に揖わ

り経験や真摘を積み、ステップアップを園ります。

気さくなスタッフ遣ばかりなので、分からない乙と

があればどんどん質問しま

しよう。
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将来は組鍋@トップに立ちたいと恩うような、やる気のあ

る人。それから掌患だWでな〈、スポーツや音離といった

趣聴など、掌生時代位何か一つ、本気で打ち込んだも@が

ある人。スタートライン回皆さん同じで，、ぜひ、鵬い..

を見せてほしいですね。

可.，...

d3h a多

-・t:!.:!、l~::~

r-.....由晴圃21
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a・画書会場!こ入る場合、ま..ドアをノックし官、

EどうぞJ'fcr.どの言葉を待:&_"t'入室しましょう。 Et置.:.
『失礼いたします』と冒ってドアを聞l才ます。

よ単身を瞳く
入室笹Ii:ドアを障かに固め、撮D遭った笹‘ 15.1翠ど傾ける
面接官1ご向かrつだ会釈をします。 すれ遺ラ時認との

騒いit9辞儀
| 仰をノック同州連事締つ削除礼いたします』入室ゆl臨盲 に 錦 ) ...，. 

会釈をした能、背筋を伸ばして歩き

咽:害B横[;:麓_{'"Tlt後で強控歪Yしま初。

rooと申します。面盤@怠時聞を頂音あDがとうEざいます。

よろしくお願いいたします』

面豊富かsrどうぞ、歯車り下さし¥Jと促古れてか邑

『拡い、失礼思します』と冒って世 LC3旦IJJ若 し:&;量重します。

l楠拘慣で掛川田撞官か5簡を値されるゆ[鵬Lをして鵬 l

面揖が範わった5、座っていた帽子の横に立ち、

『ありがとうございました」と挨拶をt1I敬礼('45度)をしましょう.

そして、ドアのととるへ温みます。

ドアを闘lオた笹Ii:握。遅白

再度防百がと吉ご乱立まし国と言豆Z章旗口五度)をした量、

嘗かIi:ドアを囲めます.

却庫~ 
45. 

.;~.;哩
上単身を恒く
30.1まど傾ける
来客、出迎え讐@一般的~i13欝.
l.t.1:， 
上増身を恒く
45康隠ど傾げる

|欄刊慣で師陣砂|ドアを闘げて据D遍D会釈申惨1・かにドアを聞める|

お院び、お闘い時怠と
d 量もT寧怠語辞僅

メリハリのある行動を心が甘面接会場以列Jでも気を;扱fJ~ないようにじましよう。
面聾会場を出たSホッとすると思いますが

そとで費Eを按いて肱ダメl社内官肱常!こ見5れています。

面接を更けた金祉の
エレベーターや、トイレ草ど
会社@申で面接の商怠どをし~いようにしましょう。

量笹が『イ』で範わる『スマイルワード(笑顔ととぱ)Jを見つ廿ましょうl

スマイルワードを冒った口元は、口角tJ.上がった、まさに翼闘の費情です。

》

" 一.

¥面接時@大事怠ポイント纏毘/

g会話ヒ入港室マナー

いつもより元気に
大き怒声で冒そう

罵聾したD、自個が忽い時肱

声が小古くなりがちです。いつもよD大宮~.声で
元気に畳l才智えをしてみましょう.

明る宮、さわやかさも感じSれます。

置すスピードに
注意しよう

罵彊@ため

早口に怠る人tJ.多いですが

早固定と印息がよくありません。

面接官にとっても聞きづ5く忽るので

いつもよDゆっくD眉しましよう。

F 寸¥
面揖のときだUで肱1il<、l 早口が痕に

1 怒らない 普段のしゃべり方1J'S

、、"

ために 早口IζgSgいように「日々注意!!J

舗薗かS置すように
憲鵡しよう

質問にすぐに遅笹でき琢くても

聞園高Dません。

3-5静く61.¥考えてか5、

磐百踊いて筈えましょう。

置後まで
はっきりと話そう

相手の心に届く声を意臨しましょう.

園尾を省略したり

E周ti'小古く怒ったDし芯いように

量佳まではっき白と臨しましょう。

面接I志、会話のキャッチポールですB

相手@置をよく聞き、キャッチボールをするよう怠
軍曹で面接にのぞみましょう。~ 

/ ゆっくり 冒草署発する聞に数秒かl才τ
¥ 呼限を

間醸して
『ゆっくり恩老眼って』也、5置す

あくびをするように 唇を繍に思いっきり 唇をすぽめて fいJの口の形から 『えJの口を綴に引っ~る唇を縦に開ける 引っ張るように開ける 恩いっきり前に出す 下唇だけを下げる

」
‘幅値白幽暗闘 23



将来に向けた進路選棋や
その後の就職活動をしっかりと支援l
若者しごとサポートセンターは、おおむね39歳までの若者を

対象に、就職相談や就職活動をサポートする施設です。

施設内のパソコンを利用して応募書類の作成や

求人検索、職業適正診断などができます。(無料)

自己PR・志望動機
などのアドバイス

就噂活動
支援扇座

-企業から期待される人材とは?
-自己分析で自分を見つめ直そう
-仕事を畢似体験してみよう
-社会人の基礎を身につ，t，ょう

ビジネススキル
支援踊鹿

-相手の要望を引き出す対話力
-課題解決法(アイデア発想お
-最強のプレゼン7つのステップ.J~に響くインパクト自己紹介

講座は他にも定期的に行っています。お問い合わせください。

久留米地域聴業訓練センター
問い合わせ先 干839-0809久留米市東合川5-9・10

TEL 0942・44・5201 FAX 0942-43・2964

な

個別相畿や機鑓面織で
蹴活力UP!
就活では、就職したい意欲を積極的

かっ上手に缶えてい〈ことが大切です.

まず個別相談で自分が受身に怠って

いないか見極めてください.

そして、模揮面接を遇して自分。でき

ない部分が見えてきます.

槙擾面接I志、やればやるほど面接官に

伝完走い己とを話せるようになるので」

面接が苦手な方は何度も練習して、

裏現力を磨いて欲しいです.

キャリアコジサルタント
怠がo ~~'" 
永野洋 子

【問い合わせ・予約申し込み先】

植岡県若者しごとサポートセンター
筑後ブランチ
平日10:∞-19:00土圃10:00-17:∞
{田園田、視自体み}

干830・0037久留米市田町野町2363-9
サシライフ久留米 1闇

TEL/FAX 0942・33-4435
h 日幽岨掴25



無添加石けんの製造販売

まるは油脂化学株式会社
久留米市高野2-8・53

代表取締役林健ーさん TEL 0942-32-9529 / F AX凹42-39-4146

安全だからこそ、実限にIlめて

品質を確かめます.

。構う畠おい

盲観椿油を賀沢に使用し90

日聞か付て完成するこだわり

の洗順宥げん.大量生麿を

符わないからζそで曹岳製品

です.

美しく、健康でありたい。

そんな思いにこたえる。

ものが豊かになった今も、「美と健康のために」という原点

は変わることはありません。毎日使う石けんだからこそ、自然

界に帰るものでなければ・・・・ロ研究に終わりはありませんロ

まるは抽脂化学は、創業以来一貫して、喜びと幸せを感じ

ていただける「ものづくり」を目指してい

。この甲斐あって、各種生協、東急ハン

品の庖などが、当社の理念、想いに理解、

、販売してもらっています。

ん製造会社の先駆者として、昔ながら

の製法を守り続け、様々な業界と連携を図りながら時代の

ニーズにあった商品開発、企業ブランドを創造していきます。

キうリ派久留米
周 〈 、人・. & • 

111-.1' 

>>lil% 
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P CK uP 
久留米企業
ス';.1'*γ頑張基金葉を紹介!

vol.f} 

自IS量かな環境にある工場.

工場横のIJ¥)IIで肱メダカを

鍵っτいます.

OWENNEX(ヴz皐ックス}

テーブルやイスを何*にもわたり大切に使い.，t~:tt
肢の人々の知恵から生ま

れました.木がいつまでも

呼唖する・そんな優しい盆

義剤です.

。七色右げん

「お且昌の石けん』シリーズ

金属界面活性剤や合慮着色斜、

保存'ーなどを使用していない石け

ん.人気のシリーズです. o.遺書11-無香料生宥BNAMA

創観以来代々ヨ!Iti障がれてい岳

..加石.をさらに低刺激にした

お肌にやさしい石iすんです.
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